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市
街
地
を
北
へ
流
れ
、石
狩

川
に
合
流
す
る
豊
平
川
。

上
流
に
は
豊
平
峡
ダ
ム
や
定
山

渓
ダ
ム
を
有
し
、
市
民
の
水
道
水
の
大

部
分
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
流

の
河
川
敷
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
り
、
花
火

大
会
や
い
か
だ
下
り
の
会
場
に
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

豊
平
川
のサ

ケ
の
歴
史

昭
和
の
初
め
、
サ
ケ
の
捕
獲
や
稚
魚

の
放
流
と
い
っ
た
増
殖
事
業
が
行
わ
れ

る
ほ
ど
、
豊
平
川
に
は
多
く
の
サ
ケ
が

上
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
急
激
な
人
口
の
増
加
や

都
市
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
豊
平
川
の
水

は
次
第
に
汚
れ
、
昭
和
２８
年
こ
ろ
に
は

サ
ケ
の
姿
は
ほ
ど
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
４５
年
こ
ろ

か
ら
下
水
道
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
だ
こ
と
で
豊
平
川
の
水
質
は
改
善
さ

れ
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
サ

ケ
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
５３
年
、
昔
の
よ
う
に

「
豊
平
川
に
サ
ケ
を
戻
そ
う
」
と
い
う

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
運
動
が
起
こ
り
、

翌
年
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
。
そ
れ
か

ら
２
年
後
の
昭
和
５６
年
に
、
放
流
さ
れ

た
サ
ケ
が
豊
平
川
へ
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。
札
幌
市
民
は
大
い
に
沸
き
立
ち
、

こ
の
と
き
か
ら
、
サ
ケ
は
豊
平
川
復
活

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭和２０年の札幌の人口は約２０万人。昭和４５年に
は１００万人を突破し、地下鉄の開通や札幌オリン
ピックの開催、政令指定都市への移行など、高度
経済成長の波にのって都市化が進んでいきました。
昭和５９年には１５０万人を超え、現在は１９０万都市と
なっています。

下水道の普及により豊平川の水質が改善
よし

されてきた昭和５３年、北海道大学助教授吉
ざき まさ かず

崎昌一氏を代表に「さっぽろサケの会」が
発足。母なる豊平川にサケを呼び戻そうと
市民へ呼び掛け、「カムバックサーモン運
動」がスタートしました。この運動は次第
に市民へ広がり、国や北海道、札幌市、北
海道警察などの行政も巻き込んだ大きなう
ねりとなりました。こうして、昭和５４年３
月に２０万尾、４月には８０万尾のサケの稚魚が豊平川に放流されました。
それから２年後の昭和５６年、放流したサケが豊平川へ再び帰ってくるという感動的な出来事

そ じょう とこ ど

が起こり、昭和５７年には市内の小学校児童がサケの遡上に障害となる床止め（川の中の段差）
ぎょ どう

に「魚道（魚の通り道）」を設置するよう総理大臣にお願いするなど、市民運動は大きく展開
していきました。 参考文献／北海道サケ友の会２０年のあゆみ「碧」

●カムバックサーモン運動

▲

第
１
回
の
稚
魚
放
流
の
様
子

昭昭和和２２００年年

昭昭和和４４５５年年

カムバックサーモン
運動が始まる。

昭昭和和４４６６年年

昭昭和和４４７７年年

札幌の人口は約２０万人。
※現在は、約１９０万人。

昭昭和和５５１１年年

人口が１００万人を突破。

地下鉄南北線（真駒内
駅～北２４条駅）が開通。

札幌オリンピック開催。
政令指定都市へ移行。

地下鉄東西線（琴似駅
～白石駅）が開通。

昭昭和和５５３３年年

第１回目のサケ稚魚
の放流が行われる。

●人口の増加と都市化

札幌の人口

昭昭和和５５４４年年

サケが豊平川へ戻ってくる。

昭昭和和５５６６年年


